
○水道料金の軽減又は免除に関する要綱 

 

（目的） 

第１条 この要綱は、大府市水道事業給水条例（平成１０年大府市条例第２号。以下「給

水条例」という。）第３６条に規定する料金の軽減又は免除をするに当たり、その基準及

び事務の手続を定め、もって料金負担の救済及び事務処理の適正を図ることを目的とす

る。 

（定義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところに

よる。 

⑴ 水道料金の軽減 給水条例で定められた料金支払義務の一部を解除する行為をいう。 

⑵ 水道料金の免除 給水条例で定められた料金支払義務の全部を解除する行為をいう。 

⑶ 推計使用水量 漏水等により水量が増加した調定において、漏水等をしなかったと仮

定した場合に使用したと認められる水量をいう。 

⑷ 指示使用水量 市のメータにより計量された水量をいう。 

⑸ 軽減水量 指示使用水量から推計使用水量を控除した水量に軽減する率（以下「軽減

率」という。）を乗じた水量（１㎥未満の端数があるときは、その端数を切り捨てる。）

をいう。ただし、次条第５号に該当する場合に限り、大府市受水槽式給水における非常

用給水栓の取扱要綱に基づき届出をした使用水量（受水槽の有効水量を上限とする。）

をいう。 

（軽減又は免除の要件） 

第３条 給水条例第３６条に規定する公益上その他特別の理由に該当する要件は、次のとお

りとする。 

⑴ 善良な管理下において給水装置及び用水設備が不可抗力により漏水した場合。ただし、

不表現水に限る。 

⑵ 給水装置使用者等に過失がなく原因が明らかな場合であって、市配水管等の事故によ

り給水装置及び用水設備を故障させ漏水が発生したとき。 

⑶ 火災、自然災害により漏水又はその消火等に使用した場合。ただし、故意にその原因

を発生させた場合は除く。 

⑷ 市のメータに異常があったと認められる場合 

⑸ 大府市受水槽式給水における非常用給水栓の取扱要綱に規定する非常用給水栓を災

害時に使用した場合 

⑹ 前各号と同等の理由があると特に水道事業の管理者の権限を行う市長（以下単に

「市長」という。）が認めた場合 

（軽減又は免除の基準） 

第４条 水道料金の軽減又は免除は、前条各号に該当した場合に行い、その適用基準は、次

のとおりとする。 

⑴ 水道料金の軽減は、当該調定の指示使用水量から軽減水量を控除することにより行う。 

⑵ 水道料金の免除は、基本料金及び水量料金を課さないことにより行う。 



（軽減率） 

第５条 軽減率は、次の各号に掲げる軽減要件ごとに当該各号に定める率による。 

⑴ 第３条第１号に該当する場合 ５０パーセント 

⑵ 第３条第２号から第５号までに該当する場合 １００パーセント。ただし、該当件数

が多発した場合は、別途市長が定める率 

⑶ 第３条第６号に該当する場合 その都度市長が適切と認める率 

（推計使用水量の認定） 

第６条 推計使用水量の認定は、原則として前年同月調定の水量をもって行う。ただし、前

年同月調定水量が現在の使用状況と異なっているとき、又は不適当なときは、次のいずれ

かにより行うものとする。 

⑴ 修理後の実績に基づいて推計した水量 

⑵ 前回調定水量 

⑶ 前年度の平均水量 

（軽減又は免除する調定） 

第７条 水道料金を軽減又は免除する調定は、第３条各号に規定する要件が発生又は認知し

た調定のみとする。 

（申請） 

第８条 水道料金の軽減又は免除を受けようとする者（以下「申請者」という。）は、その

要件が発生又は認知した調定の納期限から６０日以内に申請をしなければならない。 

２ 申請は、必要事項を記載した水道料金軽減・免除申請書（第１号様式。以下「申請書」

という。）によるものとする。 

３ 申請者は、次の各号に掲げる区分に応じ当該各号に定める証明書を申請書に添付しなけ

ればならない。 

⑴ 第３条第１号に該当する場合 大府市又は他水道事業体の指定給水装置工事事業者が

発行した修理工事施行証明書（第２号様式） 

⑵ 第３条第３号に該当する場合 り災証明書 

（適用除外） 

第９条 次の各号のいずれかに該当する場合は、水道料金の軽減又は免除はしないものとす

る。 

⑴ 第３条第１号に該当する場合で前回適用後３年経ずに再適用するとき。ただし、前回

適用した給水装置が適用後に新築等により全面的に更新されたときは除く。 

⑵ 給水装置及び用水設備の竣工後の業者保証期間（６月間）中に第３条第１号に該当す

るとき。 

⑶ 給水装置の露出部分からの漏水のとき。 

⑷ 給水装置のうち、給水管に直結する給水用具及び特殊器具からの漏水のとき。 

⑸ 用水設備の露出部分からの漏水のとき。 

⑹ 用水設備のうち配管に直結する給水用具、特殊器具及び水槽からの漏水のとき。 

⑺ 用水設備の管理不充分による漏水のとき。 

⑻ 市の修繕指示に従わないとき。 

⑼ 申請書等に偽りの記載をして申請したとき。 



⑽ 水道料金及び下水道使用料を滞納しているとき。 

（軽減又は免除の決定） 

第１０条 水道料金の軽減又は免除の決定は、水道料金軽減・免除決議書（第３号様式）に

より行うものとする。 

 （軽減又は免除の通知） 

第１１条 前条の規定に基づき水道料金の軽減又は免除の決定をしたときは、水道料金軽

減・免除通知書（第４号様式）により申請者に通知するものとする。 

附 則 

この要綱は、昭和５９年４月１日から施行する。 

   附 則 

この要綱は、平成８年４月１日から施行する。 

   附 則 

この要綱は、平成１０年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成２５年４月１日から施行する。 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、令和２年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この要綱の施行の際、現に改正前の水道料金の軽減又は免除に関する要綱の規定に基づ

き作成されている第１号様式による用紙は、改正後の給水停止処分の取扱要綱の規定にか

かわらず、当分の間、使用することができる。 

附 則 

この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和５年４月１日から施行する。 

附 則 

 この要綱は、令和６年９月１日から施行する。 

 



第１号様式（第８条関係） 
 

水道料金軽減・免除申請書 

 

                                       年  月  日 

 大府市水道事業                 

 大府市長        殿 

 

                   申請者  住  所                   

                  （使用者）      

                                               

 

                        氏  名                   
 

 

                        電話番号                   
 

 

 次の理由により、水道料金等を 軽減 ・ 免除 くださるよう申請します。 

 また、今後はこのようなことのないよう給水装置の維持管理に注意することを誓約します。 
 

 水 栓 番 号                 
 

 水道使用者名 
  

 装 置 場 所                  大府市     町 

 軽 減 ・ 免 除                 
 該 当 調 定 分                 

     年  月検針分（調定分） 
 （発生又は認知した調定月の納期限から６０日以内に提出してください。） 

 軽 減 ・ 免 除 を                 
 
 受けようとする理由 

１．屋内地下漏水   ２．市配水管等の事故に起因   ３．消火復旧等使用 
 
４．非常用給水栓の使用   ５．その他 

 
  備  考  欄 

 

 
 （以下は修理業者の記入欄です。） 
 

 上記の件について、裏面記載のとおり漏水修理をしたことを証明します。 
 
      年  月  日 
 
               修 理 施 行 者                    市・町指定給水装置工事事業者  
 
               所在地又は住所 
 
               業 者 名 等              
                                             ○印 
                電  話 

 

〔注〕この漏水修理による軽減を受けた場合、以後３年間はこの軽減は受けられません。 



 

第２号様式（第８条関係） 

 

修理工事施行証明書 
 

〔修理後メータ指針      ㎥〕 
 
 

 施行（完了）年月日      年  月  日  メータ番号            
 

 口径      ㎜ 
 

 漏水原因となった                 
 給 水 装 置 名                 

 

 修 理 内 容                 
 

 修理箇所平面図 （敷地見取り図・建物平面図・配管図を合わせて表示すること。） 
 〔修理箇所には、“朱書き”で『×』表示すること〕 

  北 

  

    大府市指定給水装置工事事業者以外の場合、修理箇所の修理後の写真を必ず添付のこと。 

 
 
 
       写  真  添  付 
        （ 修 理 後 ） 

 
 
 
       写  真  添  付 
        （ 修 理 前 ） 

 
 検査確認年月日                 

  書類 ・ 現地 
     年   月   日 

 
 確 認 者 

 

 



第３号様式（第１０条関係） 
 
 
                                       年  月  日 
 

決 議 書 番 号   

 

水道料金等軽減・免除決議書 
 
 

下記により、水道料金等の 軽減・免除 をしてよろしいか。 
 

水 栓 番 号
 

区 分 １ 軽 減 ２ 免 除 
 

装 置 場 所 大府市       町 

送 付 先
 

使 用 者 名
 

調 定 区 分  １ 事 前   ２ 事 後 

年 度１ 現年度 ２ 過年度 調 定 年 月 年   月 

軽減免除理由 
 
( )内は軽減率 

１ 屋内地下漏水（５０％）    ２ 配水管等の事故（１００％） 

３ 火災、災害原因（１００％）  ４ その他（             ） 

比較水量（㎥）  Ｂ 
比較調定 
年  月 

  年  月 ・使用実績による 
差水量
（㎥） 

 Ａ-Ｂ 

水 道 料 金基 本 料 金水 量 料 金消 費 税請 求 額 ( 円 )使用水量(㎥) 

調定(予定)額 
    

Ａ 

軽減免除額 ａ
     

減免後金額 ｃ
     

下水道使用料基 本 使 用 料超 過 使 用 料消 費 税請 求 額 ( 円 )汚水排出量(㎥) 

調定(予定)額
    

Ａ 

軽減免除額 ｂ
     

減免後金額 ｄ
     

軽減免除額 ａ+ｂ       

減免後金額 ｃ+ｄ
     

 



第４号様式（第１１条関係） 
                                       年  月  日   
 

決 議 書 番 号   

 
        様 
 

     

水 道 料 金 等 軽 減 ・免 除 通 知 書 
   

水道料金等軽減・免除申請により、下記のとおり軽減・免除します。 
 
                       大府市水道事業 
 
                          大府市長  
 
 

水 栓 番 号
 

 区 分 １ 軽 減 ２ 免 除 
 

装 置 場 所  

送 付 先
 

使 用 者 名
 

調 定 区 分 １ 事 前  ２ 事 後 

年 度１ 現年度 ２ 過年度 調 定 年 月 年   月 

軽減免除理由 
 
( )内は軽減率 

１ 屋内地下漏水（５０％）    ２ 配水管等の事故（１００％） 

３ 火災、災害原因（１００％）  ４ その他（             ） 

比較水量（㎥）  Ｂ 
比較調定 
年  月 

  年  月 ・使用実績による 
差水量
（㎥） 

 Ａ-Ｂ 

 水 道 料 金基 本 料 金水 量 料 金消 費 税請 求 額 ( 円 )使用水量(㎥) 

 調定(予定)額 
    

 Ａ 

 軽減免除額 ａ
     

 減免後金額 ｃ
     

 下水道使用料基 本 使 用 料超 過 使 用 料消 費 税請 求 額 ( 円 )汚水排出量(㎥) 

 調定(予定)額 
    

 Ａ 

軽減免除額 ｂ
     

 減免後金額 ｄ
     

軽減免除額 ａ+ｂ       

減免後金額 ｃ+ｄ
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